
 

「持たせている」のその後 

「今の◯年生って何を持たせてるんですっけ」。英語科では時々聞かれるセリフです。総合英語は、生徒が文法

を勉強するときのために自学用として「持たせている」。そして家に置いている。授業で使おうとしても、そも

そも自宅用とされている総合英語を手元に持っている生徒はほぼいない…。これまで教えた生徒のどれくらいが

総合英語を開き、どの程度読んだのか。疑問を感じざるを得ません。こんなに充実した内容なのに、ほんの一握

りの生徒しか該当しないとしたら、純粋にもったいない。どうやったら生徒全体が活用できるのか。これは長年

の悩みでした。 

 

ことまな T（三省堂 テスト作成プログラム）を使って小テスト 

そんな状況を打開しようと、小テストで『コーパスクラウン総合英語』（以下 CC）を使うことにしました。１

年時は 2 週に１回、2 年時は週に 2 回のペースです。小テストとなると文法・語法問題集からの出題を思い浮か

べる方が多いでしょう。総合英語は問題集ではありませんが、小テストができないことはありません。では、あ

の厚い総合英語を生徒は電車で読むのか？やってみないとわかりません。何よりも、テストでもない限り人は勉

強しません。テストという最大の動機に総合英語を選ぶことで、まずは生徒が総合英語を手にし、開き、読むこ

とを期待しました。小テストは「ことまな T」を使って作成します。 

25 点満点で、1 回につき１つの文法項目です。 

 

 
ことまな T を使って作成した実際のテスト      

  

「持たせておく」ではもったいない！ 

普段使いの『コーパス・クラウン』 



 

 

2 パターン作成し、同じ文法を 2 度繰り返します。2 回連続で行うことで、その場しのぎのテスト対策にとどま

らない学習を期待します。テスト時間は約 10 分です。 

 

 
小テストの計画表 

 

論理表現のしくみ 

論理表現ではアウトプットだけでなく文法を重視しています。省かれがちな「名詞」「冠詞」なども、時間をか

けて学習します。2 年生は Mainstream(増進堂)の文法項目に Grammar in Use(ケンブリッジ大学出版)と CC を合

わせてシラバスを組んでいます。3 つの教材で補い合う形です。授業と小テストの内容がなるべく重なるように

しています。 

小テストで同じ項目を 2 回連続させる理由はここにもあります。 

 

 
2 年生 論理表現の年間シラバス 

 

Grammar in Use は全部英語で書かれていますので、英語に苦手意識のある生徒にとってはハードルが高くなる

部分もある教材です。そこで解説として CC を合わせると理解の大きな助けとなります。 

  



 

 

分厚い CC、授業での出番！ 

そこでカギとなるのが CC を使うタイミングです。小テスト終了後、１,２か所選んで解説をしますが、CC の該

当ページを開かせるようにしています。CC は重いので「できるだけ持ってくるように」と指示していますが、

7 割くらいの生徒は持参しているようです。実際、生徒にとったアンケートでは半数以上の生徒が学校に CC を

置いていました。 

できなかった問題が、どういう理屈でその解答になるのかを小テスト直後に理解すると、その逆（小テスト前に

解説を聞く）と比べてはるかに定着しやすいです。「これはきのう Grammar in Use でやったのと同じだよね」

など、つながりを意識して解説します。Grammar in Use には CC の該当ページ番号を書き込ませることもあり

ます。このように、生徒はテスト前後にそれぞれ 1 回、CC を開く機会があります。 

実際のところ、生徒は… 

CC の使用頻度について生徒に尋ねたところ、少なくとも週 1 回は開くと答えた生徒は全体の 8 割以上でした。

また、CC を使う場面について尋ねたところ、36 名中 31 名の生徒が教室で小テスト前に開くと回答しました。

生徒にとって総合英語が自宅で眠っているだけの存在ではないということがわかります。 

 

 

 

 
「コーパスクラウン（デジタル含む）の使用頻度について教えてください。学校のある普通の 1 週間でどの程度使用しますか。」（回答数 42） 

 

 

 

 
「上で 1 回以上と答えた人にききます。コーパスクラウン（デジタル含む）をどんなときに使いますか。」（回答数 36, 複数回答可） 

  



 

 

CC については「マニアックなトピックがたまにあってびっくりします。」「自分が区別しにくい文法や語法に

ついて詳しく書いてくれているのでありがたいです。」などの声があり、問題集や単語帳のように短時間で何か

を覚える学習とは異なり、文章を読んで仕組みを理解しようとしていることがわかります。 

ちなみに最近、電子版（スタディプラス株式会社 製作）のアカウントを配布することができました。それについ

て「冊子が分厚いので電子版は画期的」や「電子版になって、使用頻度があがった」というような肯定的な意見

が多く聞かれました。 

初めは強引に思えた、総合英語を使った小テストでしたが今となっては定着、習慣化しています。1 人でも多く

の生徒を巻き込んだ学習の仕組みづくりに CC は大きな役割を果たしていると言えそうです。

 

≪ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ≫

瀬戸口 亜希 せとぐち・あき（東京学芸大学附属高等学校） 

東京外国語大学外国語学部朝鮮語専攻卒業後、私立中高一貫専任を経て 2012 年より現職。 

評価と受験から乖離しない、持続可能で現実的な授業づくりを模索中。 

令和 5 年度は 2 年生担任。趣味は Wordle と Spelling Bee。 


